
平成２６年３月
国土交通省 中部地方整備局

東海・東南海・南海地震対策中部圏戦略会議に関する取り組み

東日本大震災を踏まえ、中部の港湾において国、港湾管理者、地元市町村、
有識者、経済団体が連携した巨大災害に対する取り組みを検討・実施

中部の港湾における
南海トラフ巨大地震対策

港湾の基幹的広域防災拠点
航路啓開

（海洋環境整備船「白龍」）

伊勢湾における緊急確保航路

ＧＰＳ波浪計の設置位置

名古屋港外港地区防波堤（高潮防波堤）の対策工事の状況

御前崎沖
（H21.2設置）

尾鷲沖
（H20.2設置）

伊勢湾口沖
（H25.6設置）

漂流者の救助
（背後は油回収船「清龍丸」）

名古屋港における広域防災訓練の状況（平成25年9月1日）

伊勢湾口ＧＰＳ波浪計

鍋田堤

知多堤

中詰材撤去 コンクリート塊吊上げ

中詰改質材打設
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名古屋港

四日市港

三河港

衣浦港

【凡例】

● 耐震強化岸壁

緊急確保航路

開発保全航路

●

津松阪港

平成26年1月政令指定



中部の港湾における地震・津波対策の進捗状況

伊勢湾の主要港湾の「地震・津波対策の基本方針」と「静岡県みなと地震津波対策施設等整備計画（案）」を
取りまとめた中部の港湾における地震・津波対策に関する基本方針の３つの柱に基づいて、平成26年3月時
点における対策の進捗状況をとりまとめました。

次ページ以降に、３つの柱の基本的な方針１０項目について、これまでの主要な取り組みの概要を
整理しています。１

基本的な方針 平成25年度までの主な取り組み状況 今後の取り組み・課題等

１．避難対策
の強化

２頁

避難誘導計画 ○堤外地における避難誘導計画の策定
三河港明海地区／四日市港（霞ヶ浦地区、
四日市地区）／名古屋港（飛島村、東海市）

【以上 各地方自治体】
○津波避難に係る各種ガイドライン説明会開催

【中部地方整備局】

○堤外地における避難誘導計画の策定推進
名古屋港／衣浦港／三河港／津松阪港
／清水港／御前崎港 他

○避難誘導計画のフォローアップ
○市町村の津波避難計画等との連携・調整

【以上 各地方自治体】

○堤外地の避難誘導計画の
策定

○港湾の労働者や利用者の
ための避難施設の設置・
指定

ＧＰＳ波浪計 ○伊勢湾口沖GPS波浪計観測情報の一般公開
開始（H25.8～）

○ＧＰＳ波浪計津波観測情報配信システムの
試行的運用開始（H26.3.17～）

【以上 中部地方整備局】

○利用者ニーズを踏まえた、提供範囲の拡
大、提供情報の検討とシステム改良等の
実施

【中部地方整備局】

○ＧＰＳ波浪計を活用した
情報提供システムの強化・
多重化

２．官民連携
した防護
のあり方

３～４頁

港湾BCPの策定 ○各港の港湾機能継続計画（港湾BCP）
• 港湾の航路啓開活動手順（指針（素案））
【第四管区海上保安本部、中部地方整備局：H24.3策定】

• 伊勢湾内各港の港湾機能継続計画（港湾BCP）
作業部会【中部地方整備局：H24.11設置】

※各港の緊急物資輸送の行動計画（H26.3策定予定）
• 衣浦港・三河港港湾BCP検討会議【愛知県：H25.11設置】
• 静岡県港湾における機能継続計画検討【静岡県：H24～】

○伊勢湾港湾機能継続計画（伊勢湾BCP）
・航路啓開「くまで作戦」の公表【中部地方整備局：H24.6】
・伊勢湾における緊急確保航路【国土交通省：H26.1指定】
・伊勢湾港湾機能継続計画（伊勢湾BCP）検討会議

【中部地方整備局：H25.11設置】
※伊勢湾BCP中間取りまとめ（H26.3）

・伊勢湾港湾広域防災協議会
【中部地方整備局：H26.3設置予定】

○各港の港湾機能継続計画（港湾BCP）
・各港の港湾BCPの策定

【港湾管理者・中部地方整備局】
・各港の港湾BCPのフォローアップ

【港湾管理者・中部地方整備局】

○伊勢湾港湾機能継続計画（伊勢湾BCP）
・伊勢湾BCPの策定【中部地方整備局：H27.3予定】
・伊勢湾BCPのフォローアップ【中部地方整備局】

○連携体制の構築
○緊急物資輸送にかかる
行動計画の策定

○通常貨物輸送の回復方策
の策定

○港湾相互の広域的な連携
体制の構築

基幹的広域防災拠点
○名古屋港における中部圏広域防災ﾈｯﾄﾜｰｸ検討

委員会【中部地方整備局：H25.9設置】
※施設の配置計画（案）の作成（H25.3予定）

○国の防災対策に関する計画への位置付け
【内閣府】

○名古屋港港湾計画への反映
【名古屋港管理組合・中部地方整備局】

○基幹的広域防災拠点の
整備

広域連携
○広域連携防災訓練

【南海ﾄﾗﾌ巨大地震対策中部ﾌﾞﾛｯｸ協議会：H25.9実施】

○航路啓開等で発生した災害廃棄物の仮置
場所及び処理方法の検討

【中部地方整備局】

○港湾相互の広域的な連携
体制の構築

３．耐震性・
耐津波性
能の向上

５～６頁

防波堤 ○防波堤の耐津波性能照査【中部地方整備局：H24】

※四日市港、御前崎港、衣浦港、三河港 等
○名古屋港、御前崎港、三河港の防波堤の粘り強

い構造化【中部地方整備局：H25～】

○防波堤の粘り強い構造化の推進
【中部地方整備局】

○四日市港防波堤の老朽化対策の推進
【中部地方整備局】

○耐震性・耐津波性能の向上

海岸保全施設
○海岸保全施設の老朽化・液状化対策等の実施
○水門の自動化、遠隔操作化の推進
○陸閘の常時閉鎖化、壁体化等の推進

【以上 各海岸管理者】

○海岸保全施設の老朽化・液状化対策等の
推進

○水門の自動化、遠隔操作化の推進
○陸閘の常時閉鎖化、壁体化等の推進

【以上 各海岸管理者】

○海岸堤防等、防護ラインの
老朽化、液状化対策の推進

○水門・陸閘等の改良・機能
強化の推進

耐震強化岸壁等
○四日市港の耐震強化岸壁の整備（四日市地区）

【四日市港管理組合】
○三河港神野大橋の耐震補強【愛知県】
○名古屋港土砂処分場の耐震性・耐津波性の

検討【中部地方整備局：H26.2】
○港湾における液状化相談窓口

【中部地方整備局：H24.9開設】
○避難ルートとしても活用できる臨港道路（四日市
港霞４号幹線）の整備【中部地方整備局】

○四日市港の耐震強化岸壁の整備推進
【四日市港管理組合】

○清水港耐震強化岸壁ふ頭用地の整備
【静岡県】

○港湾施設等の耐震性・耐津波性点検・
評価【中部地方整備局・各港湾管理者】

○避難機能を備えた物流施設等や物流施設
の再編・高度化および民有護岸の耐震化
への支援【中部地方整備局】

○臨港道路（四日市港霞４号幹線）の整備
推進【中部地方整備局】

○背後の荷捌き地や道路網
等と岸壁の耐震強化、液状
化対策等の一体的な推進

維持管理 ○港湾施設等の維持管理計画書に基づく点検
○老朽化に関する緊急点検等の実施

【以上 各港湾管理者】

○予防保全の考え方に立った維持管理推進
【各港湾管理】

○港湾施設等の的確な維持
管理の推進



避難誘導計画の情報に書
き換え

御前崎港

名古屋港

静岡県

愛知県

三重県

下田港

津松阪港

四日市港

尾鷲港

衣浦港

清水港

三河港

田子の浦港

【名古屋港】
◇『名古屋港所在市村防災連携会議』にて

各市村の地域防災計画に堤外地の津波避
難対策を盛り込むことを確認

◇飛島村が臨海工業地域を含む津波避難計
画策定（H25.3）

◇東海市が臨海工業地帯を含む津波避難計
画を策定中（H26.3策定予定）

【衣浦港・三河港】
◇三河港の明海地区防災連絡協議会が
津波緊急避難計画を策定（H24.11）

【清水港・御前崎港・田子の浦港 等】
◇静岡県管理の14港湾において避難
誘導計画を策定中

◇H25年度中に港湾管理者案を策定し、
H26年度中にとりまとめ予定

【津松阪港】
◇大口地区・伊倉津地区の避難誘
導計画の策定に向け検討中

【四日市港】
◇四日市港避難誘導計画を策定
霞ヶ浦地区（H25.2）
四日市地区（H26.2）

中部の港湾における主な地震・津波対策の取り組み

１．避難対策の強化

GPS波浪計津波観測情報の活用イメージ（配信システム）

【GPS波浪計津波観測情報に基づく、
施設管理・防災活動】

（例）
・リアルタイム・ナウファスでの
潮位変動確認

・観測したら定例文を放送
・観測後○○分以内に保安員待避
・早ければ、観測後○○分
以内に沿岸に到達

沖合で±○cm以上
の潮位偏差を観測

気象庁

津波警報（第１報）

地震発生

２分～３分後

地震発生後、数分で
水位変動（津波）を

観測

ＧＰＳ波浪計

【○○ＧＰＳ波浪計】津波観測情報

ＧＰＳ波浪計で津波を観測しました。

---------------

津波観測地点： ○○ＧＰＳ波浪計

津波観測時間： ○○時○○分

津波観測高さ： ＋○○ｍ

ＧＰＳ波浪計津波観測情報配信システム

津波情報

○ 津波到達予想時刻・予想され
る津波の高さに関する情報

地震発生からの
経過時間

沖合で±30cm以上
の潮位偏差を観測

中部地方整備局
自治体等

【○○ＧＰＳ波浪計】津波観測情報

ＧＰＳ波浪計で津波を観測しました。

---------------

津波観測地点： ○○ＧＰＳ波浪計

津波観測時間： ○○時○○分

津波観測高さ： ＋○○ｍ

※津波警報・注意報発表後、
最短１分でメール配信（第１報）可能

第１報、第２報・・・

“防災活動”への
活用イメージ

※第1波ピーク到達前に沖合で
の水位変動を観測

○ 各地の満潮時刻・津波到達予
想時刻に関する情報

２

○各港において堤外地等の避難誘導計画の策定に向けて検討を行っており、清水港、御前崎港、三河港明
海地区、四日市港で策定されたほか、名古屋港所在市村防災連携会議での確認に基づき飛島村が臨海
工業地域を含む津波避難計画を策定し、東海市も平成25年度内の策定が予定されています。

○平成25年6月に伊勢湾口沖ＧＰＳ波浪計を設置し、8月より観測データをWeb（＊）上で一般公開しています。
また、11月より気象庁の新たな津波観測地点として追加されました。

○ＧＰＳ波浪計観測情報の有効活用方策として、津波に関する予警報発表後、ＧＰＳ波浪計で観測する一定
値を超える潮位偏差を観測した場合にその旨の情報を発信するシステム（配信システム）を平成25年度に
構築し、港湾管理者・関係自治体を対象とした試行的運用を平成26年3月17日に開始する予定です。

＊ ・PC版：http://www.mlit.go.jp/kowan/nowphas/ ・携帯版：http://nowphas.mlit.go.jp/

堤外地の避難誘導計画の策定状況



中部の港湾における主な地震・津波対策の取り組み

２．官民連携した防護のあり方

３

伊勢湾BCP策定までの検討の流れ

南海トラフの巨大地震・津波による広域的な大規模災害を想定し、関係者の連携により、伊勢湾の港湾物流
機能の早期復旧を実現する「伊勢湾港湾機能継続計画（伊勢湾BCP）」の策定に向けた検討を行っています。

伊勢湾BCPの連携体制

港湾機能の早期復旧を図るためには、事前に関係者間での連絡調整の体制づくりを行う必要があります。
また、復旧作業における資機材の調達や動員にあたっては、関係機関の役割分担を明確化した上で、指揮
命令系統を一本化することが重要です。



○2013年5月24日の「東海・東南海・南海地震対策中部圏戦略会議」において、中部地域の基幹的広域防災
拠点候補として、名古屋港（金城地区）を選定しました。

小型船舶に積み替え、
河川・運河を活用し
た都市部への輸送

小型船舶に積み替え、
伊勢湾内他港への輸送

内陸への
陸上輸送

耐震強化岸壁（既設）

耐震強化岸壁（構想）

大型船舶による緊急物資や人員の大量輸送

名古屋港の基幹的防災拠点の役割

•耐震強化岸壁を活用した緊急支援物資
の集積・中継・分配機能

•建設重機や緊急車両等の集結拠点

•広域支援部隊（自衛隊、海上保安庁、
TEC-FORCE等）のベースキャンプ

名古屋港基幹的広域防災拠点候補地

臨港道路

耐震強化岸壁

緊急物資輸送訓練

被災状況調査訓練津波避難訓練

支援施設棟

緑地（オープンスペース）
※船舶により大量輸送された緊急
支援物資の中継・分配機能

平常時、訓練施設としての利用状況

ヘリコプター輸送訓練

伊勢湾岸自動車道
名港中央IC

４

伊勢湾・駿河湾における海上輸送ルート確保のための航路啓開オペレーション計画「くまで」作戦と、道路啓
開オペレーション計画「くしの歯」作戦が連携し、被災地への迅速な緊急物資輸送の実現を目指します。

伊勢湾における緊急物資輸送ルート
（伊勢湾「くまで」作戦）

駿河湾における緊急物資輸送ルート
（駿河湾「くまで」作戦）



○防災・減災のための港湾施設整備（防波堤、耐震強化岸壁、臨港道路、海岸保全施設 等）を鋭意推進
しています。

○名古屋港、御前崎港、三河港の各防波堤について、耐津波性能を向上させる工事を進めています。

【清水港 新興津地区国際海上コンテナターミナル】【名古屋港 外港地区防波堤】

耐震強化岸壁の整備

外港地区防波堤

防波堤の耐津波性能の向上

臨港道路整備によるリダンダンシー確保

【四日市港 霞４号幹線】

老朽化した海岸保全施設の改良

【津松阪港 津地区】

道路（霞４号幹線）

霞ヶ浦北ふ頭地区
国際海上コンテナターミナル
１B：H18.1供用

中部の港湾における主な地震・津波対策の取り組み

３．耐震性・耐津波性能の向上

５

1B：H15.6供用

新興津地区国際海上コンテナターミナル

2B：H25.5供用

中
詰
砂

中
詰
砂

嵩上

ケーソン補強
洗掘防止

断面補修

現況天端高：+4.66m

嵩上天端高：+6.59m

（嵩上高さ：1.9m）

※高さはT.P.表示
（N.P.=T.P.+1.41m）名古屋港 外港地区防波堤（高潮伊勢湾）の対策断面

名古屋港の外港地区防波堤（高潮防波堤）では、発生頻度の高い地震後も伊勢湾台風クラスの高潮に対し
て効果を発揮し、加えて、最大クラスの地震・津波に対して効果を発揮する構造にするため、中詰材の改良
によりケーソンを補強すると共に、天端高のかさ上げ、洗掘防止対策および断面補修を行っています。



○四日市港の霞４号幹線の整備において、海岸利用者や周辺住民、港湾関係労働者等が早急に高い位置
に避難できるよう、緊急避難場所としての活用についての検討を行っています。

従来は「壊れたら直す」という事後対応型維持管理を実施

効
用
・性
能

標準的供用限界

供用期間

施設の長寿命化
予防保全型維持管理へ転換

更新工事

（コスト小）

当初のライフサイクル（設計供用期間）

抜本的な

更新工事

（コスト大）
維持管理計画に基づく適確な維持管理の推進。（特に将来に
おいても確実な機能確保が必要な施設については重点的に
維持管理を実施。）

あわせて更新・修繕費の縮減・平準化を図るため、予防保全
の考え方に立った維持管理を推進。
・

・

○「港湾における液状化相談窓口」を設置し、港湾施設の適切な維持管理を促進しています。

･港湾施設を有する民間企業
･港湾管理者等

・新たな液状化予測、判定法の解説 ・簡易耐震診断システムの紹介 など

中部地方整備局 名古屋港湾空港技術調査事務所
TEL：052‐612‐9982      FAX：052‐612‐9477

受付時間：9:30～12:00,  13:00～17:00（土･日･祝祭日を除く）
液状化対策に関する技術的支援の内容

対象 相談窓口

○港湾施設の更新・修繕費の縮減・平準化を図るため、予防保全型維持管理を推進しています。

６

相談事例

・チャート式耐震システムの貸し出し ・液状化の影響度、判定方法、検討の方法、ポイントについての相談 など

富双水路

臨海橋

霞ヶ浦北ふ頭
コンテナターミナル

朝明川

高松干潟

中部電力
川越火力発電所

新田水路

川越緑地

国道２３号

伊勢湾岸自動車道
みえ川越Ｉ．Ｃ．

京都方面名古屋方面

霞大橋

霞ヶ浦南ふ頭

霞ヶ浦ふ頭地区

堤防と海浜部
のアクセス階段

高松海岸部

川越緑地公園前

緊急避難施設（イメージ）



中部の港湾における地震・津波対策の検討体制

○東日本大震災後に、中部の港湾の地震津波対策を早急に見直すべく、平成23年9月より伊勢湾の主要港湾
において 「地震・津波対策検討会議」を設置し、地震・津波対策の具体化の推進を行っています。
また、駿河湾においても、静岡県が平成23年4月より「静岡県津波対策検討会議」を設置し、検討を進めて

います。
○伊勢湾・駿河湾といった湾域での連携、港湾相互間の連携及び広域的課題などに関する情報共有及び意見
交換を行うため、平成23年11月より「中部の港湾における地震津波対策の懇談会」を設置しています。

○伊勢湾の主要な港湾では、平成24年11月より「港湾機能継続計画作業部会」を設置して各港の港湾機能継
続計画（港湾BCP）の検討を進めており、さらに、平成25年11月より「伊勢湾港湾機能継続計画（伊勢湾BCP）
検討会議」 を設置し、大規模災害後の伊勢湾の港湾物流機能の早期回復に向けた伊勢湾BCPの策定に向
けた検討を行っています。

また、駿河湾においても、平成24年9月より「駿河湾港アクションプラン推進計画検討委員会」 を設置し、
検討を進めています。

○平成26年3月には、伊勢湾において、港湾相互間の広域的な連携による災害時における港湾の機能の維持
に関し必要な協議を行う「伊勢湾港湾広域防災協議会」を、港湾法第50条第4項に基づき設立する予定です。

中部の港湾における地震・津波対策の検討体制（平成26年3月時点）

国土交通省 中部地方整備局 港湾空港部 港湾計画課
〒460‐8517 名古屋市中区丸の内二丁目1番36号NUP・フジサワ丸の内ビル4階 TEL  052‐209‐6322

中部地方整備局のホームページから会議資料がご覧頂けます。 http://www.pa.cbr.mlit.go.jp/taisaku/index.html７

静岡県津波対策検討会議
＜県内港湾を含む全体会議＞

第１回 H23.4～

中部の港湾における地震・津波対策に関する懇談会
＜中部管内の主要港湾＞

第1回 H23.11～

※1 部門毎に

検討を行う

各港における地震・津波対策検討会議
＜名古屋港、三河港、衣浦港、四日市港、津松阪港＞

第1回 H23.9～

中
部
の
基
本
方
針
の
取
り

ま
と
め
（平
成
２
４
年
度
末
）

防災拠点のネットワーク形成に向けた検討会
＜三の丸地区（名古屋市）、静岡県庁、名古屋港、県営名古屋空港、富士山静岡空港＞

第1回 H24.5～

各港における港湾機能継続計画 作業部会
＜名古屋港、三河港、衣浦港、四日市港、津松阪港＞

第1回 H24.11~

港湾機能継続計画（港湾ＢＣＰ）と港間連携の検討

防災拠点の形成に関する検討

名古屋港における中部圏広域
防災ネットワーク 検討委員会

第1回 H25.9~

緊
急
物
資
輸
送
に
係
る
行
動
計
画

案
の
策
定
（平
成
２
５
年
度
末
）

施
設
配
置
計
画
（案
）の

作
成
（平
成
２
５
年
度
末
）

「駿河湾港アクションプラン」
推進計画検討委員会

（防災・危機管理部門で検討）
H24.9～

伊勢湾港湾機能継続計画検討会議
第1回 H25.11~

※１

（
中
部
圏
地
震
防
災
基
本
戦
略
策
定
）

東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
対
策
中
部
圏
戦
略
会
議

伊勢湾港湾広域防災協議会＜法定協議会＞
第１回 H26.3～（予定）


